
空
海
の
入
唐
資
格
と
末
期

の
遣
唐
使

東

野

ム

ロ

、
》
{
・

之

一

入
唐
前

の
空
海

空
海

の
生
涯
に
お

い
て
、
延
暦
二
十
三
年

(八
〇
四
)
の
入
唐
が
大

き
な
転
機
と
な

っ
た

こ
と
は
、
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な

い
。
は
じ
め
正
式
な
学
問
僧

で
も

な
か

っ
た
空
海
が
、

唐
土
着
岸
後
、
優
れ
た
才
覚

で
入
京
を
果
た
し
、
青
龍
寺
の
恵
果
阿
閣

梨
か
ら
真
言
密
教

の

奥
義
皆
伝
を
受
け
て
早
速
帰
国
し
た

こ
と
は
、
単
に
空
海
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
歴
史

に

と

っ
て
ま
こ
と
に
意
義
深

い
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
入
唐

の
事
情

や
入
唐
ま
で
の
前
半

生
に
関
し
て
は
謎
が
多

い
。
こ
の
点
は
、
史
料

の
残
り
が
よ
い
最
澄

の
場
合
と
、
好
対
照
と

い

っ
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ
ま

で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
史

料
も
な

い
わ
け
で
は

な

い
。
そ
れ
に
注
目
し
な
が
ら
、
空
海
の
入
唐

に
至
る
経
緯
と
事
情
を
再
考

し
て
み
た

い
。

ま
ず
、
入
唐
ま

で
の
履
歴
を
振
り
返

っ
て
お
く
と
、
空
海
は
十
五
歳

で
お
じ
の
阿
刀
大
足

に
外
典
を
学
び
、
十
八
歳
で
大
学
寮
に
入
学
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
大
学
寮

で
の
課
程
を

経
て
官
人
に
な
る
道
は
選
ば
ず
、
お
そ
ら
く
優
婆
塞
か
私
度
僧

の
形
で
、
仏
道

の
修
行
に
努

め
た
ら
し

い
。
延
暦
十
六
年

(七
九
七
)

二
十
四
歳
で
、
そ
れ
ま

で
の
成
果
を

『聾
瞥
指
帰
』

に
ま
と
め
た
。
周
知

の
通
り
、
そ
の
自
筆
原
本
が
高
野
山
に
伝
来
し
て

い
る
。
儒

・
仏

・
道

の
三
教
を
対
比
し
て
優
劣
を
論
ず
る
こ
の
著
作
は
、
空
海
が
若
く
し
て
深

い
思
想
を
身
に

つ

け
、
あ
わ
せ
て
並
外
れ
た
文
才
を
持

っ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
以
上
の
よ
う

な
通
説

の
根
拠
は
、
ほ
と
ん
ど

『聾
瞥
指
帰
』

の
改
訂
版
で
あ
る

『三
教
指
帰
』

の
序
に
あ

る
と

い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
空
海

の
修
行
時
代

に
つ
い
て
は
、
空
海
自
身

の
語
る
と

こ
ろ

に
拠
る
し
か
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

伝
記
に
関
わ
る
直

接

の
史
料
が
現
れ
る
最
初
は
、
空
海

の
入
唐

に
関
連
す
る
延
暦
二
十
四

年

(八
〇
五
)

の
太

政
官
符
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
次

の
よ
う
に
空
海
が
延
暦
二
十
二
年
四

月
に
出
家
し
た
と
あ

る
。

　ナ

カ
　
口
政
官
符

治
部
省

　　
カ
　
口
学
僧
空
海

〈俗
名
讃
岐
国
多
度
郡
方
田
郷
戸
主
正
六
位
上
佐
伯
直
道
長
戸
口
同
姓

真
魚
〉

　ぢ
カ
　

右
去
延
暦
廿
二
年
四
月
七
日
出
家
入
口
口

　　

カ
　

　　
カ
　

口
承
知
依
口
度
之
符
到
奉
行

　　
カ
　

　

に

口
五
位
下
守
左
少
弁
藤
原
貞
副

左
大
史
正
六
位
上
武
生
宿
祢
真
象

延
暦
廿
四
年
九
月
十

一
日

こ
の
官
符

の
原
本

は
伝
わ

っ
て

い
な

い
が
、
か

つ
て
論
じ
た
よ
う

に
、
大
和
文
華
館
所
蔵

の
写
本

(平
安
時
代
後
期
)
が
真
を
伝
え

て
お
り
、
出
家
の
年
次
も
こ
れ
で
よ

い
と
考
え
ら

　
　

　

れ
る
。

つ
い
で
そ
の
直
後

の
四
月
九
日
、
空
海
は
東
大
寺
戒
壇
院
で
具
足
戒
を
受
け
た
と
さ

　
　

　

れ
、
そ
の
時
の
戒
牒
の
写
本
が
金
剛
寺
文
書
中
に
現
存
す
る
。
延
暦
の
遣
唐
使
派
遣
計
画
は
、
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延
暦
二
十
年
八
月
に
大
使
以
下
の
主
要

メ
ン
バ
ー
が
任
命
さ
れ

て
始
ま
り
、
同
二
十
二
年

四

月
に
出
発
し
た
が
、
海
難
に
あ

っ
て
渡
航

に
失
敗
、
翌
延
暦
二
十
三
年

七
月
に
再
出
発
し
た
。

空
海
は
、
最
初

の
渡
航

の
直
前

に
、
具
足
戒
を
受
け
て
正
式
な
僧
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
も
入
唐

に
当
た

っ
て
許
さ
れ
た
資
格
は
、
空
海
が
後
に

「
福
州
観
察
使
に
与
え
て
入
京

　ヨ
　

つ
ら

す

る
啓
」

の
中
で
、
「時

に
人

の
乏
し
き
に
逢

っ
て
、
留
学

の
末
に
篭

な
り
、
限

る
に
廿
年

を
以
て
し
、
尋
ぬ
る
に

一
乗
を
以
て
す
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

二
十
年

の
在
唐
を
条
件

と
す
る
留
学
僧
で
あ

っ
た
。
空
海
は
、
仏
道
を
修
行
し
て
い
た
に
せ
よ
、
さ
き
に
ふ
れ
た
と

お
り
、
こ
れ
以
前
は
優
婆
塞
か
私
度
僧
で
し
か
な
か

っ
た
。
出
家
が
、

こ
の
よ
う
に
差
し
迫

っ

た
時
点

で
な
さ
れ
た
と
す
る
と
、
す

で
に
進
行
し
て
い
た
遣
唐
使
派
遣
計
画
に
、
空
海
は

い

か
な
る
資
格

で
参
加
し
え
た

の
で
あ
ろ
う

か
。
た
と
え
背
後

に
有
力
な
縁
故
が
あ

っ
た
と
し

て
も
、
単
な
る
優
婆
塞
や
私
度
僧
で
は
、
派
遣
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な

い
。

二

入
唐
時
の
地
位

そ
れ
に
つ
い
て
、
従
来
ほ
と

ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
興
味
深

い
史
料
が
あ
る
。
九

世
紀

の
天
台
宗

の
学
僧
、
安
然

(八
四

　
　

　

る
次

の
記
事

で
あ
る
。

一
～

九

一
五
)

の

『真
言
宗
教
時
義
』
巻
四
に
見
え

我
日
本
国
延
暦
年
中
、
叡
山
本
師
入
唐
之
時
、
空
海
阿
闇
梨
元
為
薬
生
、

値
遇
慧
果
阿
闇
梨
而
蒙
灌
頂
、
即
本
師
先
還
、
平
城
北
野
、
始
行
灌
頂

同
共
入
唐
、

我
が
日
本
国
の
延
暦
年
中
、
叡
山
本
師

(最
澄
)
入
唐

の
時
、
空
海
阿
閣
梨
、
元
、
薬

生
た
り
。
同
じ
く
共

に
入
唐
し
、
慧
果
阿
閣
梨
に
遇

い
て
灌
頂
を
蒙
る
。
即
ち
本
師
は

　
マ
マ
　

先
に
還
り
、
平
城
の
北
野
に
始
め
て
灌
頂
を
行
う
。

こ
れ
は
安
然
が
、

同
時
に
入
唐
し
た
最
澄
と
空
海
が
と
も
に
密
教
を
日
本
に
伝
え
た
こ
と

を
記
し
た
く
だ
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
空
海
は
入
唐
前
、
「薬
生
」
で
あ

っ
た
こ
と

に
な
る
。
『大
正
新

脩
大
蔵
経
』

の
校
異
に
よ
れ
ば
、
「薬
生
」

の

「薬
」
を

「学
」
と
す
る

写
本
も
あ
る
が
、
そ

れ
は

「薬
生
」
を
不
可
解
と
感
じ
た
後
人

の
改
変
で
あ
ろ
う
。
な
る
ほ

ど

「学
生
」

で
あ
れ

ば
語
意
は
と
り
や
す

い
が
、
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
安
然
が
わ
ざ
わ

ざ
先

の
よ
う
な
文
を
書

い
た
意
味

が
分
か
ら
な
く
な
る
。
ま
た
現
実
問
題
と
し

て
、
三
十
歳

に
な
ろ
う

か
と

い
う

空
海
が
、
制
度
的
に
大
学
寮
な
ど
の
学
生

で
あ
り
え
た
と
も
考
え
ら
れ

な

い
。
や
は
り
こ
こ

は

「薬
生
」
が
正
し
い
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
空
海

の
入

唐
直
前
に
お
け
る
地
位
を
示
唆
す

る
稀
有

の
史
料
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

か

つ
て
仏
教
史
家

と
し
て
令
名

の
あ

っ
た
鷲
尾
順
敬
氏
は
、
早
く
こ
の
史
料
に
気
づ
い
て

お
ら
れ
た
と
み
え
、
昭
和
九
年

(
一
九
三
四
)
十
二
月
十

一
日
に
東
京

で
行

っ
た
講
演

で
、

次

の
よ
う

に
言
わ
れ
た
と

い
う
。

安
花
大
徳
の
著

述
に
、
大
師
は
遣
唐
使
に
随
行
す
る
時
は
薬
生
な
り
し
と

い
へ
り
。
故

に
入
唐
前
は
俗
体
な
り
し
な
り
。

(句
読
点
は
引
用
者
)

へ
ら

　

右

の
引
用
は
、
長
く
東
京
美
術
学
校
校
長
を
務
め
た
正
木
直
彦
氏

の

『十
三
松
堂
日
記
』

か
ら
の
も

の
で
あ
る
が
、
引
用
に
用

い
た
翻
刻
本
は
、
原
本

の
字

の
読
み
に
く
さ
に
も
災

い

さ
れ
て
、
少
な
か
ら
ず
誤
り
が
あ
る
。
文
中
の

「安
花
」
も
、
草
書

の

[然
」
を
、
崩
し
た

字
形

の
近

い

「花
」

と
読
み
誤

っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
よ
り
先
、
鷲
尾
氏
は
、
自
ら
の

編
に
な
る

『日
本
仏
家
人
名
辞
書
』

(
一
九

〇
三
、
光
融
館
)
の

「空
海
」

の
項
中

で
、
空

海
は
入
唐

に
際
し

「勅
命
な
く
し
て
私

に
遣
唐
使

に
依
り
て
往
き
し
と
も

い
ひ
、
又
最
澄

の

薬
生
と
し
て
渡
り
た
り
と
も

い
へ
れ
ど
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
講
演
で
は
そ
れ
を
修

正
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
鷲
尾
氏
が
こ
の
問
題
を
本
格
的
に
論
文
等

で
展
開
さ
れ
な
か

っ

た
の
は
何
故
か
分
か
ら
な

い
が
、
あ
る
い
は

「薬
生
」
を

い
か
に
解
す
る
か
に
問
題
が
あ

っ

た
か
ら
か
も
知
れ
な

い
。

「薬
生
」
と

い
う

こ
と
で
容
易

に
連
想
さ
れ
る
の
は
、
宮
内
省

の
典
薬
寮

で
薬
学
を
学
ぶ
、
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学
生
と
し
て
の
典
薬
生

で
あ
る
が
、
空
海

の
年
齢

か
ら
み
て
勿
論
そ
れ

で
は
あ
り
え
な
い
。

む
し
ろ
遣
唐
使

の
随
員
中
に
は
、
実
技
を
学
ぶ

一
種

の
留
学
生
と
し
て
、
某
生
と
称
す
る
者

が
あ
る
。
即
ち

『延
喜
式
』

(大
蔵
省
、
入
諸
蕃
使
条
)
に
挙
げ
ら
れ

た
遣
唐
使

の
成
員
に

は
、

音
声
生

玉
生

鍛
生

鋳
生

細
工
生

な
ど
が
見
え
る
。
か

つ
て
論
じ
た
よ
う
に
、

こ
の
条

の
内
容
は
少
な
く
と
も
八
世
紀
後
半
ま

で
遡
り
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
器
楽

・
声
楽
、
製
陶

・
ガ

ラ
ス
工
芸
、
鍛
造
技
術
、
鋳
造
技

　
　

　

術
、
木
竹
工
芸
を
実
地

に
学
ぶ
研
修
者

で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
「薬

生
」
も
ま
た

こ
う

し

た
研
修
生

の

一
種
で
は
な
か

っ
た
か
。
当
時

の

「薬
」
は
広
く
香
料
を

も
含
む
概
念
で
あ
る

が
、
薬
物

や
香
料

の
鑑
別
は
、
実
物
に

つ
い
て
教
を
受
け
ね
ば
習
得
で
き
な

い
。
先

の
諸
生

と
並
ん
で
、
「薬
生
」
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測

で
き
よ
う

。

『延
喜
式
』
に
現
れ

た
諸
生

で
全
て
が
尽
く
さ
れ
て

い
る
わ
け

で
な

い
こ
と
は
、

『教
訓
抄
』
巻

二
、
三
、
六
な

ど
に
、

い
ま
問
題
と
し
て

い
る
延
暦

の
遣
唐
使

で
派
遣
さ
れ
た

「舞

生
」

(擁
生
と
も
)

の

　
　

　

見
え

る
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。

『教
訓
抄
』

の
記
事
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
「舞
生
」
は

文
字
通
り
唐

の
楽
舞
を
体
得
し
て
帰

る
こ
と
を
使
命
と
し
て

い
た
。

医
薬
に
対
す

る
造
詣

は
、
そ
の
文
章

や
著
作

の
端

々
か
ら
う
か
が
え
る
。
た
と
え
ば
空
海
が

死
の
前
年

に
奉

っ
た
上
奏

(『続
日
本
後
紀
』
承
和
元
年

〔八
三
四
〕
十
二
月
乙
未
条
)

で

は
、
如
来

の
説
法
に
は
二
種
類
の
趣
き
が
あ
る
と
し
て
、
浅
略
趣
と
秘
密
趣
に
分
け
、

言
浅
略
趣
者
、

諸
経
中
長
行
偶
頒
是
也
。
言
秘
密
趣
者
、
諸
経
中
陀
羅
尼
是
也
。
浅
略

趣
者
、
如
大
素
本
草
等
経
、
論
説
病
源
、
分
別
薬
性
。
陀
羅
尼
秘
法
者
、
如
依
方
合
薬
、

服
食
除
病
。
若

対
病
人
、
披
談
方
経
、
無
由
療
痢
。
必
須
当
病
合
薬
、
依
方
服
食
、
乃

得
消
除
病
患
、
保
持
性
命
。

浅
略
趣
と
言
う

は
、
諸
経

の
中

の
長
行
偶
頒
、
是
れ
也
。
秘
密
趣
と
言
う
は
、
諸
経

の

中

の
陀
羅
尼
、
是
れ
也
。
浅
略
趣
と
は
、
大
素

・
本
草
等

の
経

に
、
病
源
を
論
説
し
、

薬
性
を
分
別
す

る
が
如
し
。
陀
羅
尼

の
秘
法
と
は
、
方

に
依
り
て
薬
を
合
わ
せ
、
服
食

し
て
病
を
除
く

が
如
し
。
若
し
病
人
に
対
し

て
、
方
経
を
披
き
談
ず
と
も
、
痢
を
療
す

る
に
由
無
し
。

必
ず
須
ら
く
病

に
当
て
て
薬
を
合
わ
せ
、
方

に
依
り
て
服
食
せ
ば
、
乃

ち
病
患
を
消
除

し
、
性
命
を
保
持
す
る
を
得
。

と
述

べ
て
い
る
。
二
種
類
の
説
法

の
特
色
を
病

い
に
対
す
る
処
方
の
相
違
に
例
え

て
説
明
し

た
も

の
で
あ
る
。
こ

れ
に
や
や
先
立

つ
天
長
七
年

(八
三
〇
)
ご
ろ
の
作
と
さ
れ
る

『秘
密

　
　

　

曼
茶
羅
十
住
心
論
』

に
は
、
身
体

の
病

い
と
心

の
病

い
と
を
対
比
し
て
次

の
よ
う

に
言
う
。
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三

医
薬
の
知
識

こ
の
よ
う

に
見
て
く
る
と
、
最
初
、
空
海
は
薬
生
と

い
う
実
技
研
修

生
の
立
場

で
入
唐
を

図

っ
た
こ
と
に
な
る
。
空
海
が
医
薬

の
分
野
で
そ
う
し
た
地
位
を
獲
得

で
き
る
だ
け

の
能
力

を
、
は
た
し
て
備
え

て
い
た
の
か
と

い
う
疑
問
が
提
起
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
空
海

の

愈
病
会
処
薬
方

。
病
源
巨
多
、
方
薬
非

一
。
巳
宅
遠
近
、
道
乗
千
差
、
四
百
之
病
、
由

四
地
而
苦
体
、

八
万
之
患
、
因
三
毒
而
害
心
、
身
病
錐
多
、
其
要
唯
六
、
四
大
鬼
業
、

是
也
。
心
病
難

衆
、
其
本
唯

一
、
所
謂
無
明
是
也
。
身
病
対
治
有
八
、
而
心
病
能
治
有

五
也
。
湯

・
散

・
丸

・
酒

・
針

・
灸

・
呪

・
禁
者
、
身
之
能
治
也
。
四
大
之
乖
、
服
薬

而
除
。
鬼
業
之
崇
、
呪
悔
能
錆
。
薬
力
不
能
却
業
鬼
、
呪
功
通
治

一
切
病
。
世
医
所
療
、



唯
身
病
也
。
其
方
則
大
素

・
本
草
等
文
是
也
。
治
心
病
術
、
大
聖
能
説
。
其
経
則
五
蔵

之
法
是
也
。
所
謂
五
蔵
者
、
修
多
羅

・
毘
奈
耶

・
阿
毘
達
磨

・
般
若

・
総
持
等
蔵
也
。

か
な
ら

病

い
を
愈
す
は
会
ず
薬
方
を
処
す
。
病
源
は
巨
多
な
れ
ば
、
方
薬
も

一
に
非
ず
。
已
に

宅
遠
近
な
れ
ば
、
道
乗
ず
る
こ
と
千
差
あ
り
。
四
百

の
病
、
四
地

に
由
り

て
体
を
苦
し

め
、
八
万

の
患

い
、
三
毒
に
因

て
心
を
害
す
。
身
病
多
し
と
錐
も

、
其

の
要
は
唯
六
、

四
大
と
鬼
と
業
、
是
れ
也
。
心
病
衆
し
と
難
も
、
其

の
本
は
唯

一
、
所
謂
無
明
是
れ
也
。

身
病

の
対
治

に
八

つ
有
り
、
而
し

て
心
病

の
能
治

に
五

つ
有
る

也
。
湯

・
散

・
丸

・

酒

・
針

・
灸

・
呪

・
禁
は
、
身

の
能
治
也
。
四
大

の
乖
け
る
は
、

服
薬
し
て
除
く
。
鬼

と
業

の
崇
り
は
、
呪

・
悔
、
能
く
錆
す
。
薬
力
は
業

・
鬼
を
却
く

る
こ
と
能
わ
ず
。
呪

功
は
通
じ
て

一
切

の
病

い
を
治
す
。
世
医

の
療
す
る
所
は
、
唯
身
病

の
み
也
。
其

の
方

は
則
ち
大
素

・
本
草
等

の
文
、
是
れ
也
。
心
病
を
治
す
術
は
、
大

聖
能
く
説
け
り
。
其

の
経
は
則
ち
五
蔵

の
法
、
是
れ
也
。
所
謂
五
蔵
と
は
、
修
多
羅

・
毘
奈
耶

・
阿
毘
達

磨

・
般
若

・
総
持
等

の
蔵
也
。

こ
こ
で
も
病
気

の
治
療
法
が

一
種

の
比
喩
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
薬
物

の

種
類
や
医
書
名
な
ど
が
具
体
的
に
例
示
さ
れ
、
記
述
に
説
得
力
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
比
喩
の
用

い
方
は
、
決
し
て
当
時

の
常
套
と
は

い
え
ず
、
空
海

の
医
薬

に
対
す
る
造
詣

の
深
さ
か
ら
来
て

い
る
と
解
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

た
だ
、
右

の
よ
う
な
例
は

い
ず
れ
も
晩
年

の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
空

海
が
早
く
に
こ
う
し

た
教
養
を
身
に
付
け
て
い
た
証
拠
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
空
海
は
青
年
期
に
執
筆
し
た

『聾
瞥
指
帰
』

(虚
亡
隠
士
論
)
で
も
、
次

の
よ
う
に
薬
物
名
を
具
体

的
に
例
示
し
、
そ

の

薬
効
を
記
述
し
て
い
る
。

白

市

・
黄

精

・
松

脂

・
穀

実

之

類

、

以

除

内

痢

、

蓬

矢

・
葦

戟

・
神

符

・
呪

禁

之

族

、

以
防
外
難
。
呼

吸
候
時
、
緩
急
随
節
。
拍
天
門
以
飲
酷
泉
、
掘
地
府
以
服
玉
石
。
草
芝

・

宍
芝
、
以
慰
朝

飢
、
伏
苓

・
威
僖
、
以
充
夕
懲
。

(中
略
)
又
有
、
白
金

・
黄
金
、
乾

坤
至
精
、
神
丹

・
練
丹
、
薬
中
霊
物
。
服
餌
有
方
、
合
造
有
術
。

一
家
得
成
、
合
門
凌

空
、

一
鉄
緩
服

、
白
日
昇
漢
。

白
市

・
黄
精

・
松
脂

・
穀
実

の
類
は
、
以

て
内

の
痢
を
除
き
、
蓬

の
矢

・
葦

の
戟

・
神

符

・
呪
禁

の
族

は
、
以

て
外

の
難
を
防
ぐ
。
呼
吸
時
を
候
ち
、
緩
急
節
に
随
う
。
天
門

を
拍

い
て
以
て
酷
泉
を
飲

み
、
地
府
を
掘

っ
て
以
て
玉
石
を
服
す
。
草
芝

・
宍
芝
は
、

以
て
朝

の
飢
え

を
慰
め
、
伏
苓

・
威
僖

は
、
以
て
夕
べ
の
慧
れ
に
充

つ
。

(中
略
)
又

有
り
、
白
金

・
黄
金
は
、
乾
坤

の
至
精
、
神
丹

・
練
丹
は
、
薬
中

の
霊
物
な
り
。
服
餌

に
方
有
り
、
合

造
に
術
有
り
。

一
家
成
す
こ
と
を
得
れ
ば
、
合
門
空
を
凌
ぎ
、

]
鉄
綾

か
に
服
す
れ
ば

、
白
日
に
漢
に
昇
る
。

空
海
が
若
年
時

に
道
教

に
関
心
を
持
ち
、
そ

の
学
習
に
努
め
た
こ
と
は
、
『聾
瞥
指
帰
』

そ
の
も
の
が
証
明
す

る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
道
教
は
本
来
、
医
術
や
薬
物

の
学
に
縁
が
深

い
。

そ
れ
に
関
連
し
て
空
海
は
、
医
薬

に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識
を
獲
得
す
る
に
至

っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
『聾
瞥
指
帰
』
執
筆

の
段
階

で
、
空
海
は
す

で
に
医
薬
に
関
し
て
、
相
当
な
造
詣

を
有
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
即
ち
空
海
が
、
た
と
え
方
便
と
は

い
え
、
薬
生
に
採
用
さ

れ
る
条
件
は
十
分
に
存
在
し
た
と
言

っ
て
よ
か
ろ
う
。

四

入
唐
資
格
の
獲
得

か
く

て
空
海
は
、
自

ら
の
持

つ
知
識
、
能
力
を
総
動
員
し
て
入
唐

の
選
に
入
ろ
う
と
し
た

と
み
ら
れ
る
が
、
そ

こ
に
空
海

の
入
唐
に
対
す
る
強

い
意
欲
が
う
か
が
え
よ
う
。
そ
も
そ
も

遣
唐
使
節
や
遣
唐
留

学
生

の
任
命

に
当
た

っ
て
、
ど
の
よ
う
な
選
考
が
な
さ
れ
た
の
か
は
、

・



史
料
が
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
な

い
た
め
明
ら
か
で
な

い
。
た
だ
、

『懐
風
藻
』

の
石
上
乙
麻

呂
伝
に
は
、
乙
麻
呂
が
遣
唐
大
使
に
任
命

さ
れ
た
こ
と
を
左

の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

天
平
年
中
、

大
使
。

詔
簡
入
唐
使
。
元
来
此
挙
、
難
得
其
人
。
時
選
朝
堂

、
無
出
公
右
。
遂
拝

天
平
年
中
、
詔
し

て
入
唐
使
を
簡

ぶ
。
元
来
此

の
挙
、
其
人
を
得

る
こ
と
難
し
。

朝
堂

に
選
ぶ
に
、
公
の
右
に
出
つ
る
も
の
無
し
。
遂

に
大
使
に
拝

す
。

時
に

こ
れ
に
よ

っ
て
、
少
な
く
と
も
大
使
な
ど
四
等
官

に
は
、
厳
し

い
選

考
基
準

の
あ

っ
た
こ

と
が
推
定

さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
中
国
的
教
養
や
学
識
、
容
姿
な
ど
が
問

題
と
さ
れ
た

で
あ
ろ

う
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
類
推
し
て
、
留
学

や
実
技
研
修
に
関
し
て
も

、
当
然
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し

い
能
力
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
や
は
り
相
応

の
競
争
も
存
在
し
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
三
十
歳
を
目
前
に
し
な
が
ら
正
式
な
地
位
を
持
た

な

い
空
海

に
と

っ
て
、

何
ら
か
の
後

ろ
楯
は
あ

っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
選
考
や
競
争

に
正
面
か

ら
挑
む
に
は
、
か
な
り

の
困
難
が
あ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
空
海
に
と

っ
て
薬
生
に
な

る
こ
と
は
、
自
己

の
知

識
を
生
か
し
た
苦
肉

の
策

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

空
海
が
そ
う
ま
で
し
て
入
唐
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
遣
唐

使

の
派
遣
状
況
に
対
す

る
判
断
が
作
用
し
た
と
み
た

い
。
八
世
紀
以
後

の
遣
唐
使
派
遣
状
況
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
十
数

年

に

一
度

の
間
隔
と
は

い
え
、
次
第
に
間
隔
は
広
が
る
傾
向

に
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
第
十
四

次

(七
六

一
)
、
第
十
五
次

(七
六

二
)
の
派
遣
計
画
は
停
止

に
な

っ
た
が
、

つ
ぎ

の
第
十

六
次

の
計
画
が
実
現
し
た
の
は
七
七
七
年

の
こ
と
で
、
そ
の
前

の
第

十
三
次

(七
五
九
)
か

　
　

　

ら
十
八
年
が
経
過
し
て
い
る
。
ま
た
空
海

の
関
係
し
た
第
十
七
次

の
使

い
が
最
初
に
出
発
し

た
の
は
、
第
十
六
次
か
ら
二
十
五
年
を
経
た
八
〇
二
年

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
無
名

の
ま
ま
年

齢
を
重
ね
て
き
た
空
海
に
は
、
こ
の
…機
を
逃
せ
ば
入
唐
そ
の
も
の
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
と

い
う
懸

念
が
あ

っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な

い
。
幸

い
に
も
空
海
は
、
渡
航
直

前
に
な

っ
て
得
度
、
受
戒
が
実
現
し
、
留
学
生

の
資
格
を
得
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
不

透
明
な
時
点

で
は
、
先

の
よ
う
な
選
択
肢
し
か
残
さ
れ
て

い
な
か

っ
た
と

い
う

こ
と

で
あ
ろ

う
。
そ
の
点
、
空
海

は
移
り

ゆ
く
遣
唐
使

の
制
度
と
そ

の
実
情
を
、
よ
く
捉
え

て
い
た
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　り
　

こ
の
こ
と
は
、
使
命

に
背
く

こ
と
を
知
り

つ
つ
、
空
海
が
二
十
年

の
在
留
資
格
を
捨
て
、

実
質
わ
ず
か
二
年

で
帰
国
し
た
こ
と
を
、

い
か
に
理
解
す
る
か
と
も
か
か
わ

っ
て
く
る
。
冒

頭

で
も
ふ
れ
た
よ
う

に
、
空
海
は
唐
土
に
着

い
た
早

々
、
自
ら

の
才
覚

で
長
安
留
学
の
資
格

を
手
に
入
れ
、
青
龍

寺
の
恵
果
か
ら
真
言
密
教

の
奥
義
を
悉
く
授
け
ら
れ
た
。
短
期
滞
在

で

の
帰
国
は
、
勿
論
そ

の
よ
う
な
目
覚
し
い
成
果
を
得
た
か
ら
で
は
あ
ろ
う
が
、
も
し
留
学
生

の
立
場
に
こ
だ
わ
れ
ば
、
次
回
遣
唐
使

の
到
着
ま
で
、
二
十
年
な

い
し
二
十
五
年
以
上
の
在

唐
が
避
け
ら
れ
な

い
の
で
は
な

い
か
と

い
う
認
識
も
当
然
有
し
て
い
た
と
み
て
よ

い
。
そ

の

場
合
、
帰
国
は
五
十
台
後
半
以
降
と
な
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
実
際

つ
ぎ
に
遣
唐
使

が
派
遣
さ
れ
た
の
は
空
海
没
後

の
こ
と
で
あ

っ
て
、
空
海
は
在
唐

の
ま
ま
没
す
る
可
能
性
さ

え
あ

っ
た
。
そ

の
あ

た
り
を
見
越
し
た
空
海
は
、
唐
で
得
た
成
果
を
日
本
で
生
か
す
た
め
に
、

早
期
の
帰
国
を
決
断

し
た

の
で
は
な
か

っ
た
か
。
あ
る
い
は
遣
唐
使
の
事
情
を
よ
く
認
識
し

て
い
た
空
海

に
と

っ
て
は
、
も
と
よ
り
長
期
留
学

の
考
え
は
な
く
、
効
率
よ
く
最
新

の
成
果

を
学
ん
で
帰

る
こ
と

が
、
当
初
か
ら
の
目
的

で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な

い
。

五

お
わ
り

に

安
然
の
残
し
た
記

述
を
手
が
か
り
に
、
空
海

の
入
唐
資
格
を
検
討
し
、
実
際

の
入
唐
で
は

得
度

・
受
戒
を
経
て
留
学
僧
と
な

っ
て

い
た
も

の
の
、
そ
の
直
前

の
段
階
で
は
、
医
薬
鑑
別

の
知
識

・
能
力
を
磨

く
薬
生

の
資
格

で
入
唐
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
み
た
。
な

に
ぶ
ん
簡
単
な
史
料

で
あ
る
た
め
、
推
測

に
終
始
し
た
嫌

い
は
あ
る
が
、
不
明
な
点

の
多

い
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空
海

の
前
半
生

に
つ
い
て
何
ほ
ど
か

の
知
見
を
加
え

る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な

い
か
と
思

う
。
水
野
正
好
先
生
を
お
送
り
す
る
論
集
に
は
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
小
論

で
あ
る
が
、
意
外
な

史
料

の
再
発
見
に
免
じ
て
お
許
し
を
請
う
と
と
も
に
、
先
生
は
じ
め
諸
賢
の
批
正
を
お
願

い

し
た

い
。

注(
1
)
拙
稿

「
大
和
文
華
館
所
蔵

の
延
暦
二
十
四
年

太
政
官
符
」

(
『日
本
古
代
史
料
学
』
岩
波
書

店
、
二
〇

〇
五
年
)
。

(
2
)
三
浦
章
夫
編

『弘
法
大
師
伝
記
集
覧
』
密

教
文
化
研
究
所
、

一
九
七
〇
年
増
補
再
版
)
参

照
。

(
3
)

『性
霊
集
』
巻

五
所
収
。

「篭
」

の
読
み
は
、
佐
伯
有

清

『最
澄

と
空
海
』

(吉
川
弘

文
館
、

一
九

九

八
年

)

一
〇
頁
以
下

に
よ
る
。

(4
)

『大
正
新
脩
大
蔵
経
』
七

五
巻
所
収
。

(
5
)
正
木
直
彦

『十
三
松
堂

日
記
』

三
、
中
央
公
論
美
術

出
版
、

一
九
六
六
年
。

(6
)
拙

稿

「
『延
喜
式
』

に
み
え

る
遣
外

使
節

の
構
成
」

(
『遣
唐
使
と

正
倉

院
』
岩
波
書

店
、

一
九
九

二

年

)
及
び
拙
著

『遣
唐
使
船
』

(朝

日
新
聞
社
、

一
九
九
九
年

)
五
九
頁
参
照
。

(7
)
拙
稿

「
遣
唐
使

の
諸
問
題
」

(注

6

『遣
唐
使
と
正
倉
院
』
)
七
九
頁
以
下
参
照
。

(8
)

『大

正
新

脩
大
蔵
経
』
七
七
巻
所
収
。

(9
)
遣
唐
使

の
次
数
は
、
注

6

『遣
唐
使
船
』

二
八
頁

に
よ
る
。

(10
)
空

海
が
早
期
帰

国
を
使
命

に
背

く
と
認
識
し

て

い
た

こ
と

は
、
「
上
新

請
来
経
等
目

録
表
」

(
『空
海

請
来

目
録
』
所
収

)
に

「
空
海
、
閾
期

の
罪
、
死
し

て
余
り
有

れ
ど
も

」
と
述
べ
て

い
る
こ
と
か
ら
明

ら
か
で
あ

る
。

(追
記
)

本
稿

は
空
海

の
得
度

・
受
戒

が
三
十

一
歳

で
あ

っ
た
こ
と
を
前
提

に
立
論
し
た
も

の
で
あ

る
が
、
最
近
櫻
木

潤
氏
が
、
九
二

一
年
以
前

の
成
立
と

さ
れ
る

『空
海
僧
都
伝
』

(伝
真
済
撰
)
を
主
な
根
拠
と
し

て
、
二
十
歳

得
度
、

二
十

二
歳
受
戒
説
を
復
活
提
唱
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知

っ
た

(櫻
木
潤

「
例
会
報
告
要
旨

空
海

の
得

度
と
受
戒
年
次
を
め
ぐ

っ
て
」

『続
日
本
紀
研
究
』

三
六
三
号
、
二
〇
〇
六
年
)
。
そ

の
詳
細

に
接
し

て
い
な

い

の
で
論
評
は
控
え

て
お
き
た

い
が
、

二
十
歳
得
度

、
二
十
二
歳
受
戒
と
す
れ
ば
、
そ

の
直
後

に
成
立
し
た
こ
と

に
な
る

『聾
啓
指
帰
』

の
序
が
、
自
伝
的
な
性
格
に
も
拘
ら
ず
、
な

ぜ
何
ら
か

の
形
で
得
度

・
受
戒
に
言
及
し

な
か

っ
た

の
か
不
審
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
で
取
り
上
げ

た
安
然

の
記
述
は
、
文
脈

か
ら
見

て
入
唐
時

の
空
海

に

関
係
す
る
も

の
で
、
十
年
も
前

の
地
位
に
関
わ
る
と

は
到
底
考
え
ら
れ
な

い
。
櫻
木
氏

の
詳
論
を
得
て
改

め
て

検
討
し
た

い
が
、
少
な
く
と
も
現
段

階
で
、
に
わ
か
に
三
十

一
歳
得
度

・
受
戒
説
を
否
定
す
る
必
要
は
感
じ
な

い
こ
と
を
、
三
校

に
当

た

っ
て
付

記
す
る
。
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(付
記
)

本
稿

の
趣
旨
は
、
去
る

二
〇

〇
五
年

五
月

二
十

六
日
、

に
お
け
る
講
演

「
入
唐
前

の
空
海
」

で
略
説

し
た
。

奈
良
歴
史
地
理
の
会

(野
崎
清
孝
名
誉
教
授
主
催
)


